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 会長ひとこと     ☆            ☆    吉原   訓             ◎今月の聖句◎ 

 

 

 

 

 会員ひとこと  ☆年の瀬もノンビリと…☆  加藤 利榮           ◎ 今月の聖句 ◎ 

世間で言われる‛年の瀬＇となりました。    今日、ダビデの町で、あなたがたのために救い主が 

        この１年を顧み、来る年に向けての心構え   お生まれになった。この方こそ主メシアである。 

                    など思うひと時かもしれませんが、皆さん                  ―ルカによる福音書2章１１節― 

はいかにお思いでしょうか…。         “あと何日したらクリスマスがやって来るのかなぁ…。” 

わたしごとで恐縮ですが、年が明け２か月足らずで「４」  この思いは、子どもたちだけではなく、大人の私たちにも 

になります…。さらに、手許の手帳には「‘５９年Y･Y‛s   そぅした思いを持つようになりました。自分たちにとり 

入会」とありますので、その道在籍６５年になりますか…。  将来に喜ばしいこと、楽しいこと…があるのをココ 

以前にも、この欄に書かせていただきましたが、今でも、   する心、この‵待つ‛ことは決して無駄ではありません。                                                    

あまり捗ってはおりませんが…、〝断･捨･離"は実行中です。   落ち着きを身に付けること、この忙しく慌ただしくなり 

  よく周りの方々から、「時間を持て余しているのでは…。」   がちな、そしてコロナ禍も一段落の今、‛待つ心‛を…。 

  と聞かれることもありますが、その点は‘心配ご無用‛で、 

テレビの「名画劇場」やこのブリテン編集に多くの時間を             強調月間 

充てる日常です。お蔭で、「名画」の方はメモを始めて以来          キリスト教理解・ＩＢＣ 

２６０本を超えました。良くしたもので、上映時間が２００分   

を超えるモノはインターミッション（おトイレ休憩）もある    今月８日は祈りの輪の日、ワイズの創始者Ｐ.Ｗ.Alexander 

等、サービス満点です…。「戦争と平和」「ベンハ－」「ク    の誕生日、世界のワイズが「共に祈る時」を…。併せて 

レオパ トラ」等 、々名優の出演や空前のエキストラの数でも    ワイズはクリスチャン・スピリットに思いを致したいも 

話題になった名画もいくつか観ました。さて‵掛けコトバ＇    のです…。 

一つまいりましょうか…。“EMC”と掛けて、＇そば打ち     ◎ ３年ぶりでの「い～とつか祭」が…。(後掲) 

初体験‛’と説く、こころは、「思うようには伸びません…？」     ◎ １１月例会：１０名出席・出席率：９２％                                

                                

“Ｔo acknowledge the duty  that  accompanies  every  right”                                

★強い義務感を持とう 義務はすべての権利に伴う★ 
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     ２０２３年１２月会報 第３５０号 
        国際会長（ＩＰ）  Ｕｌｒｉｋ Lauriｄｓｅｎ  （Ⅾｅｎｍａｒｋ）                                   

   ２０２３ 主  題 “Ｌｅｔ Your Light Sｈｉｎｅ”   「輝かそう、あなたの光を」 

      スローガン“Good Communication is the Coｒｎｅｒstone ｉｎ Every Cooperation” 

             「良いコミュニケーションは、全ての協力関係の基礎である」 

        アジア太平洋地域会長（ＡＰ）  利根川 恵子  (川越)  

  ～   主  題 “Ｂｅ the light for change”  「変革のための光となろう」 

     スローガン“Shine and empower through fellowship” 「親睦を通して、輝き、力を得よう」 

   東日本区理事（ＲＤ）  山田公平 （宇都宮） 

２０２４  主  題 “Instil Ⅽonfidence ｉｎ ｏｕｒ Youth！” 

「未来のために今、学びと気づきを！未来のために、自信を育み、真の喜びに出会う！」 

      スローガン“Youth Eｍｐｏｗｅｒｍｅｎｔ through ＳＤＧｓ Youth Action” 

    「ユースアクションをワイズの主要な活動の一つに」 

湘南･沖縄部部長（DG） 黒川 勝 （金沢八景）
 

 主 題   主 題 “初心に帰り、新たな船出に踏み出そう”  副 題 「ワイズメンズクラブは YMCA とともに」 

クラブ会長 吉原 訓  主題「原点回帰」：副会長若木一美・書記 加藤利榮・会計 岡 進・メネット 吉原和子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主  題 「楽しく・元気よく・前向きに」・副 題：「入りたくなるワイズにしよう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

      クラブ会長 吉原 訓  主題「原点回帰」: 副会長 若木一美・書記 加藤利榮・会計 岡 進・メネット 吉原和子 
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例 会ほか                ☆ １１月の例会と＇い～とつか祭’から ☆          若木 一美                                                                                            

日 時：2023年11月3日(金･祝)10～14時   折りたたみ椅子に腰かけ、多くのお客さんが、口に頬張り 

会 場：湘南とつかＹＭＣＡ・１階ホールほか   ながら、談笑の真っ最中…、微笑ましい光景が広がってお 

出席者：吉原会長･浦出･岡･加藤･薩摩･柴原･   りました…。 

            鈴木･瀬戸･土方･若木          その後、私たちは屋外の特設会議場で、11月例会を開催 

      （メネット）若木メネット  （以上11名・敬称略）   し、当面の日程等の確認や区･部･他クラブ等の動きや情報 

 ‛ハレ’の特異日といわれる11月3日、吉例の「い～と   等が会長から紹介され、特に厚木の小松直前部長から提案 

つか祭」が開催されました。今年は、ほぼコロナ以前に戻る   のあった「音楽・スポーツ」中心の新クラブの設立」につい 

企画で幕を開けました。                  ても、今後とも関心をもって検討しては…ということが会長 

 前日の整理を終え、定刻の 10時、年々、献品は減ってきて   から提案・論議された後、14時、閉会点鐘となりました。 

はいるようですが、開場を待って並ばれる‛お客様’もやや      コロナ禍で数年近くこうした催しも無かったこともあって、 

減少気味…、そして、それかあらぬか、以前の‛無銭購入‛(？)    職員さんや学生さんにもピンとこない面もあったようでした。 

のお客様も、ほとんど 影を潜めました。そんなこんなで、   また、来年もP（ｐｌan）・Ð（do）･Ⅽ（check）･Ａ(ａｃｔ) 

 開場して20分ほど経過したころには、目玉は殆ど売り切れ！   で頑張りましょう！ それ、行けェ…。 

その後は落ち着きを取り戻しました。引き続いて、午後は、 

13時から別のプログラムが予定されている関係で、私たち 

の‘ノミの市コーナー’とお隣さんの‘保育園コーナー’は、 

   共に正午前ごろまでには、‛蛍の光‛ の流れる中、整理とお 

 片付けを終えることができました。 

 次は、零時30分にとつかＹＭＣＡを出て、リーダー会と共に 

   ＹＭＣＡ周辺の美化作戦、表のアピタ・ビル前から東戸塚小学 

  校を回って戻りましたが、駅前の繁華街の割には、いわゆる 

‛ポイ捨て´が意外に少なく、最近では、こうした方面にも、 

    市民感覚が変わってきていることを感じました。 

   この美化作戦を最後に、3年ぶりに開かれた「祭り」のプ 

  ログラムはすべて、事故もなく、無事終了しました。 

1階ロビーから屋外のプール前広場にでると、持ち出した ⇗                

                                                                                           

☆部大会・部評議会から☆   若木 一美    ☆第11回Ｙｏｕ＆Ｉコンサート開かれる☆   加藤 利榮 

１１月２５日(土)１４時から湘南とつかＹＭＣＡホール    コロナ禍の空白期間をおいて１１月１８日（土）、11回目と 

で第27回部大会が開催された。第一部は講演会、  なる横浜つづきクラブ主催のこの コンサート、前夜来の雨も 

ウクライナ･オデーサ市出身で現在横浜市国際局に   からりと晴れ挙がり、１４時、予定通り都筑公会堂の幕が 

勤めるコバリエヴスカ･ ナタリアさんを講師にウクラ   挙がりました。「誰もが楽しめるバリアフリーの集まり」、第１ 

イナの映像と現在の戦時下の様子が語られました。（写真）  回からずっとお馴染みの佐藤大祐さん率いる横浜室内合奏団・ 

いつまで続くか不安の中、私たち一人ひとりも何ができる    同歌劇団の皆さん、クライスラーやヴィヴァルディの古典の 

かを考え、行動することが必要と感じました。        名曲のサワリを存分に、そして、「商売上手」と題したオペレ 

第二部は部会、山田理事ほか7名の紹介、佐竹総主事の  ッタも、客席を沸かせ、なかなか堂に入ったモノでした…。 

挨拶(ZOOM)・理事挨拶のあと、明年6月・北海道帯広市で   写真など撮らせていただく関係もあって前列２列目に鈴木    

開催の「第27回東日本区大会」へのお誘いがあり、終了しました。  ひろ子さんと座り、お顔なじみの方々からご挨拶を頂く形と 

第三部は、小松直前部長が進める、横浜クリエイティヴ   なり、恐縮してしまいました。 

  アーツの皆さまによる小ミュージカル「ディア・エバン・   終わって場外に出て、笑顔に満ちたワイズやゲストらと 

ハンセン」の小舞台を観ました。小松さんは、このメンバー  ご挨拶を交わし、余韻を楽しみながら駅へと向かいました。 

を中心に新クラブを結成したいという強い思いをもち、活 

動されています。 

 定刻16時に大会は終了、小憩の後、「第2回評議会」が 

開催され、私から提出の議案も承認されました。また、部 

新年会を1月13日(土)開催する等、4つの案件がいずれも 

賛成多数で可決･承認され、次いで各クラブ報告等がクラブ 

会長からそれぞれあって、1７時、閉会点鐘となりました。 
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特別 寄稿  ★大震災から 12 年余り経った「今」の状況について★          師走随想   ☆ ユースリーダーとともに ☆ 

           石巻広域クラブ 書記 川上 直哉             部ユース事業主査 板崎 淑子（鎌倉） 

今、石巻でも「さよなら ほやマン」という映画が上映され          私は、今期、湘南･沖縄部のユース事業 

ています。石巻の離島を舞台としたドラマです。関東で･東京で          主査をしております。 

「３．１１」を体験し、実家が完全に流された…、という石巻           今回は、9月29日～10月1日、東京 

出身の映像作家が、長編映画初監督として世に問うた作品です。         ＹＭＣＡ山中湖センターで行われたユース 

いくつもの「３．１１」の映像作品を観ましたが、これは群を          ボランティアリーダーズフォーラムについて 

抜いて素晴らしいものでした。「12年余り経った」ことの、一つ  述べます。本フォーラムは、今年で35回目を迎え、ワイズ 

の果実と思われました。                   メンズクラブとＹＭＣＡが協働して行うプログラムです。東日                                  

  ようやく、ある程度の適度な距離をもって、私たちも「大震災」 本に位置する各ＹＭＣＡから経験 1～2 年目のリーダーが集い、 

 を見つめることができるようになったのだと思います。    グループカウンセラー（リーダーＯＢ、ＯＧ）のもとでメンバー 

今、感じていることを二つほど、記します。        体験をします。この体験によってリーダーたちは、新しい経験 

  一つは、津波被災地です。そこには「見える復興」がゴロ   や気づきが与えられています。このフォーラムのテーマは長年 

 ゴロと広がっています。でも、その「見える」姿の中には、  「今、ユースボランティアリーダーに求められるもの」でした 

 「見えない荒廃」が色濃く映り込んでいる気がしています。  が、今回から「私たちにとっての 見つかる。つながる。よく 

その「見えない」ものは、被災地に なっていく。」となりました。近年、リーダーの活動の場が、 

とどまらない、私たちの世間全体の 野外活動、ウェルネスに加え、学童保育や特別支援教育、放課 

             「何か」だと思います。今、津波被  後等ディサービス、語学教育、福祉等に広がっている現状が 

             災地を見ていただくと、私たちの世 あり、その中でリーダーたちが「一緒に何を学ぶのか」「どの 

             間の歪みがよく見えると思います。 ように仲間を作るのか」「どのように人間として成長するか」 

  (福島第一原発処理水タンク群)   ぜひ、自分たちを見つめ直すために、の3つの視点からプログラムの見直しが図られました。 

また津波被災地にお越しいただければ…と願っております。   私は、残念ながら当日は参加できなかったのですが、10月 

  もぅ一つは、原発被災地です。そこには「風化」が残酷な   の鎌倉クラブの例会で、参加者の佐藤元さん(はじめリーダー) 

 ほどに露呈しています。原発事故由来の「がん」、その他の   が報告してくれました。「私たちがよくなっていく」には、ど 

あることは、数値として、専門家によってはっきりと示され  ぅしたらよいかをテーマにグループでディスカッションをされ 

 ております（ブックレット『福島小児甲状腺がんの「通常発症」 たそぅで、その中で「①挑戦 ②選択肢が多く経験格差のな 

と「被ばく発症」』等）。しかし、それは「見なかったこと」に い社会 ③笑顔 ④当たり前のない世界 ⑤自分も他人も個性 

 されている。それを見ることは「風評被害だ」とすら言われか  を認め合える世界」というキーワードが挙げられたそぅです。 

 ねない。そうした中で、子                  私自身の20代から30代の頃（1980～1990年代）とは異なる 

 どもたちを守ろうとする働                 社会背景を生きているユースたちの発想には学ぶべきことが 

 きは続いています。ワイズ                 多々あり、世代は異なっていても同じ時代を生きている者どぅ 

 メンズクラブも、ＹＭＣＡ                    し、共に「今」を考え、行動していくことができれば… と 

 運動も、そこにつながろう                 思います。 

 としています。ぜひ、関心                                         （以上） 

 を寄せ、つながり続けてく☝☝ 

 だされば…と願っております。   （雄勝地区の巨大な防潮堤）      ☜☝ 川上様・板崎さん  

  以上、東日本大震災発生から12年余り、発生直後から今日    大変貴重で説得力ある玉稿、有り難うございました。 

 まで皆さまからは多くのご支援とお励ましをいただきました。   ワイズメンズクラブが、YMCAとともに様々な形で 

 改めて心より感謝を申し上げ、簡単ですが、今の状況の報告と   いっそう協力し合いながら、これからも活動を続けて 

 させていただきます。                     いかなければなりませんね…。      （ｔ/k） 

                                                          

《レザン通信》          ☆横浜ＹＭＣＡのバザーに参加して☆   横浜ワークサポートセンターレザン 相馬 良文 

      11月は、例年、バザー・シーズンです。    …と、間を空けずに 

      4年ぶりに飲食が解禁となり、ワークサポート  クリスマスに向けて 

 センターでは、バザーへの参加を再開することが  手作り作品の制作に 

     できました。                  みんなで取り組んで 

レザンでは、アンジュのパンとともにコーヒー   いる真っ最中です。 

や手作り品の販売を行いました。（11月3日湘南とつかＹＭＣＡ・                              

北ＹＭＣＡ、同１1日東戸塚小学校まつり、同23日藤沢ＹＭＣＡ）⇗ 
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ＹⅯＣＡ便り  ～いじめのない世界を目指して～           会合のご案内       会  長         

ピンクシャツディの取り組み～     ◎ 第100回Ｙ-Ｙ‛s協議会 

  担当主事 瀬戸 俊孝    12月5日(火)･１９：００～２０：３０湘南とつかYMCAホール 

      文科省の報告によれば、昨年度、学校で把握    100回目となる記念の会合です。ゲスト･ビジター歓迎｝ 

     された「いじめ」は68万件と過去最多とな       ◎  湘南とつかYMCAリーダー会との交流会･食事付き 

り、自殺や不登校などの重大事態も200件以上増えて    1２月９日(土)･12：:00～：湘南とつかYMCAホール 

923件となっています。不登校児童は加速度的に増加し、    お待ちかねの交流会です。多くの皆さんのご参加を…。 

30万人に迫っています。部活や行事などが再開し、接蝕の   当日は、１階ホールにて、リーダー会から１5名ほど 

機会が増えたことが増加原因の一つと指摘されていますが、   参加し、薩摩館長によるクリスマスに因んだお話しと今の 

その件数はコロナ禍以前を大きく上回っております。      とつかYMCAに関する説明などを予定しています。 

いじめによって、つらい日々を過ごしている子どもたちが   当日は、飲食も準備される予定です。 

大勢いるという現実に心が痛みます。           ◎ 横浜YMCAクリスマス礼拝とハンドベル演奏 

YMCAは引き続き、社会全体でいじめに向き合うこと、   1２月16日(土)１３：３０～・横浜指路教会 

差別や偏見、分断ではなく、誰もが安心して暮らせる社会     メッセージ 藤掛順一牧師 

の創造を目指して、今年度も2月にピンクシャツデーに取    なお、藤掛牧師は、お父様の藤掛豊盛牧師のご長男に 

り組みます。                        当たられ、１９９０年に加糖ワイズが藤沢北教会でお父様     

過去には,ＹＭＣＡと、とつか・鎌倉両ワイズメンズクラブ    牧師により受洗されています。 

  協働で、このための「サッカーイベント」を行いました。 

コロナも落ち着き、日常の生活の制限もなくなってきま          Happy Birthday 

したので、今年度はまたイベントの再開を目指していきたい              ―該当者なしー 

  たいと思います。 

# トピックス  ～‵かかしの独り言’から～ 

                               （その一）‛1２月のハナ＇ベスト5 と花ことば 

① ポインセチア：聖夜・祝福する 

② クリスマスローズ：追憶・私を忘れないで 

③ 黄色いバラ：友情・嫉妬 

④ 白いバラ：乙女の純潔・深い尊敬 

⑤ パンジー・ビオラ：誠実・信頼 

 

（その二） ＇しわす＇（旧暦の12月）って… 

 【今月の歳時記】  “ 冬木立・霜柱 ”             「師走」の字が充てられることから、僧侶がお経を 

ふゆこだち ：冬木の立ち並んだもの。葉が落ちて、いかにも寒  々   上げるのに東西を馳せる月…との言い伝えからという 

  とした木立をいう。                     説で知られていますが、この月の別の名を｢晩冬｣とも呼び、 

北風が冬木立をヒューヒューと通り抜ける様は寂しげである。   陰暦の10月から12月の｢冬」の終わる月を指しての 

    長い冬をじっと耐え忍ぶといった感じである。また、雪の    呼び名との説もあるようです。次の春の暦の「睦月」を 

積もった朝などの冬木立の景色は美しい。冬木群ともいう。   待つ…という意味から、一名「春待月」と呼ばれている 

      斧入れて香におどろくや冬木立     蕪 村       のもご存じのとおりです…。 

        其中に境垣あり冬木立                         虚 子                       

     隔心の弟子に会ひけり冬木立      石 鼎      （その３）「部」の呼び名のいわれ…？ 

     雨ふりていよいよ黒し冬木立      すすむ       私らの所属する「部」は、ご存じ、＇湘南・沖縄部＇、 

しもばしら：晴れた厳寒の日に、地表の水分が氷って細かい柱状    「・」が付されている部名は、東日本区内では我が部 

となったもので、群立して土を持上げる。湿気の多い柔らかい      のみです。ところで、今から2年ほど前に那覇クラブ 

     土質に多く生じ、砂地や粘土には生じない。朝早く靴で踏むと   が‘会員減少‛等を理由に区から離れましたが、部の名 

ザクザクと音をたてる。10～20センチにも及び、畑や庭を    は、そのまま「・」付きで、「湘南・沖縄部」、いつの日 

荒す。霜の多い朝にできることが多いので、この名があるが、  か…、といった思いも無きにしも非ず…。関連で思い 

霜とは何ら関係がない。                   起こすのは、７クラブを有する「東新部」、こちらは、 

霜柱ざっくと梯子立てにけり      唐 淵     新潟へのEMCに願いを込めて…と伺っております。 

霜柱歓喜のごとく倒れゆく       朱 鳥 

むらさきは月の匂ひのしもばしら    葛 彦    (後記)  ‘トシのセ’もいよいよ…でしょぅか…。     （t/K）                                             


